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　　　第１章　総則

　（趣旨）

第１条　この訓令は、消防業務の効率的な運用を図るため、火災、救急、救助、その他の災害（以下「災害等」という。）に対処する消防通信の管理運用について電波法（昭和25年法律第131号。以下「法」という。）及び関係法規に定めるもののほか、必要な事項を定めるものとする。

　（定義）

第２条　この訓令において次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによる。

　(１)　消防通信とは、災害通報、出動指令、応援要請、現場報告、消防情報通信その他消防業務遂行に使用する通信をいう。

　(２)　災害通報とは、災害等が発生し、又は発生するおそれがあると認められるとき、当該災害について消防本部指令課（以下「指令課」という。）又は消防署、分署、分遣所若しくは出張所（以下「署所」という。）における報知電話、加入電話、携帯電話、駈け付け等による災害発生の通報をいう。

　(３)　出動指令とは、指令課から署所に所属する消防隊、救急隊及び救助隊（以下「消防隊」という。）の出動及び災害時の活動（以下「災害活動」という。）に関する指令通信をいう。

　(４)　応援要請とは、災害等の現場から指令課に発せられる、現場最高指揮者が必要と認めて他の消防隊又は資機材の増強及び他の関係機関の出動を要請する通信をいう。

　(５)　現場報告とは、災害等の現場から指令課に発せられる当該災害の情報に関する通信をいう。

　(６)　消防情報通信とは、指令課から発せられる消防活動に必要な情報に関する通信をいう。

　(７)　無線従事者とは、法第40条第１項に規定する資格を有するものをいう。

　(８)　指令課員とは、指令課で通信業務に従事する職員をいう。

　(９)　通信勤務員とは、署所において通信業務に従事する職員をいう。

　(10)　通信設備とは、報知電話、指令電話、署所端末装置、加入電話、無線電話及びこれらの附属装置をいう。

　(11)　報知電話とは、東日本電信電話株式会社等の電話通信事業者（以下「ＮＴＴ等」という。）から消防機関に提供される局番なしの「119」で受信する緊急通報用電話をいう。

　(12)　指令電話とは、出動指令に用いる消防専用の直通電話及び警察機関等と直結する有線電話をいう。

　(13)　無線電話とは、法に基づく電波を利用して音声その他の音響を送り、又は受けるための通信設備をいう。

　(14)　指令台とは、報知電話の受付、災害発生地点の検索、車両の選別、出動指令、災害等の事案処理、各種支援業務、車両との無線交信及び自動出場指定装置と接続運用して消防通信を行う装置をいう。

　(15)　加入電話とは、ＮＴＴ等と契約を締結し設置した一般通話に用いる電話をいう。

　(16)　署所端末装置とは、署所に設置し出動指令の受信及び通話ができる装置をいう。

　(17)　車両表示盤とは、車両の待機、整備及び活動状況を表示する装置をいう。

　(18)　情報表示盤とは、報知電話の着信、災害の発生状況並びに各種の警報や注意報の発令状況及び気象状況等を表示する装置をいう。

　(19)　無線局とは、法に基づき、設置された無線設備及び無線設備の操作を行う者の総体をいう。

　(20)　基地局（不感地域用基地局、非常災害対策用基地局を含む。）とは、法に基づき、移動局との交信を行うため陸上に開設する移動しない無線局をいう。

　(21)　移動局とは、陸上を移動中又は特定しない地点に停止中に運用する無線局で消防自動車、救急自動車及びその他の車両に積載した無線局（以下「車載移動局」という。）並びに職員が携帯し相互に通信を行う無線局（以下「携帯移動局」という。）をいう。

　(22)　受令機とは、消防団車両等に配備された受信のみを目的とする設備をいう。

　（通信の優先順位）

第３条　消防通信の優先順位は、災害等に係る緊急かつ重要な通信を優先し、原則として次の各号に定める順序によるものとする。

　(１)　災害通報

　(２)　出動指令

　(３)　応援要請

　(４)　現場報告

　(５)　消防情報通信

　(６)　前各号以外の通信

　（指令課員の責務）

第４条　指令課員は、災害等の状況を迅速かつ的確に掌握し、災害活動に関する必要な指令、消防通信の統制及び制限、並びに情報の収集又は支援情報を提供し、災害活動等の効果を上げるよう努めなければならない。

２　指令課員は、災害通報を受信したときは、直ちにその状況を録音し、署所に指令するとともに、通報内容その他必要な事項を記録しなければならない。

３　指令課員は、災害等に関する情報を収集したときは、署所又は出動中の消防隊へ指令するとともに、その他の関係機関へ通報しなければならない。

４　指令課員は、災害活動に関する出動隊との交信内容及びその他の必要事項を記録しなければならない。

５　指令課員は、情報表示盤を常時監視し、新情報を表示しておかなければならない。

　（消防隊等の掌握）

第５条　指令課員は、災害等に出動できる消防隊の現状を常に車両表示盤で掌握しておかなければならない。

２　消防隊の長は、故障その他の原因により車両が出動不能となったときは直ちにその旨を指令課へ通報しなければならない。またその原因が解消したときも同様とする。

３　消防隊の長は、出動中に故障その他の原因により車両が運用不能になったときは、直ちにその旨を指令課へ通報しなければならない。

　（指令課員及び通信勤務員の遵守事項）

第６条　指令課員及び通信勤務員は、通信設備の操作に精通し、常に冷静な判断と的確な操作ができるよう努めるとともに次の各号に掲げる事項を遵守しなければならない。

　(１)　通信設備を消防業務以外の用に使用してはならない。

　(２)　通信業務中知り得た秘密を漏らしてはならない。

　(３)　通信は、簡潔を旨とし明瞭適切に行わなければならない。

　(４)　通信内容は、正確に記録しなければならない。

　(５)　通信設備は、毎日点検し、機能の保全に努めなければならない。

　（時刻の表示）

第７条　消防通信に使用する時刻の表示は、24時間制により行うものとする。

　　　第２章　管理

　（総括管理者）

第８条　消防通信に総括管理者を置く。

２　総括管理者は、消防長をもって充てる。

３　総括管理者は、消防通信の管理及び運用の業務を総括し、管理責任者及び管理者を指揮監督する。

　（管理責任者及び管理者）

第９条　消防通信に管理責任者及び管理者を置く。

２　管理責任者は指令課長、管理者は各課長及び署所長（以下「所属長」という。）をもって充てる。

３　管理責任者は、総括管理者の命を受け通信施設等の計画、変更及び移設等消防通信の管理及び運用業務を処理する。

４　管理者は、無線局の適正な運用を図るため、無線従事者の修得に努めなければならない。

５　管理責任者は、通信機能の確認及び習熟を図るため、毎年１回以上訓練を行うものとする。

６　管理者は、署所に配置された通信施設の維持管理に注意を払うとともに、所属職員に点検を毎日行わせ、機能の保全に努めなければならない。

　（通信取扱責任者）

第１０条　指令課に通信取扱責任者を置く。

２　通信取扱責任者は、総括管理者が無線従事者の中から指名する。

３　通信取扱責任者は、管理責任者の命を受け、消防通信の管理及び運用に係る業務に従事する。

　　　第３章　有線電話

　（災害通報の受信及び報告）

第１１条　指令課員及び通信勤務員は、災害通報を受信したときは、災害等の発生場所、対象物名、災害等の状況、目標物、負傷者等の有無、通報者の氏名及び電話番号その他の必要な事項を的確に把握しなければならない。

２　通信勤務員は、災害等を覚知したときは、直ちに指令課へ通報しなければならない。

　（出動指令）

第１２条　指令課員は、災害等を覚知したときは、香取広域市町村圏事務組合消防出動規程（平成18年香取広域市町村圏事務組合訓令第23号）に基づき速やかに指令しなければならない。

２　通信勤務員は、前項の指令を受信したときは署所端末装置の確受操作を行わなければならない。

３　出動指令の通信事項及び用語例は、別表第１に定めるところによる。

　（指令台の操作）

第１３条　指令課員は、常に指令台の着信に留意し、次の各号に掲げるところにより指令台の操作を行わなければならない。

　(１)　報知電話で災害通報を受信したとき、状況により回線の保留操作を行うことができる。この場合において、回線を保留する必要がなくなったと認められるときは、速やかに保留を解除しなければならない。

　(２)　救急に係る業務で適切な処理をするために必要と認めるときは、救急隊と関係医療機関との双方を呼出し無線電話と有線電話を接続し、通信内容を聴取するとともに必要な場合は助言を与えるものとする。

　（指令電話の通信試験）

第１４条　指令課員は、指令電話の通信試験を原則として、毎日２回行うものとし、その他の機能試験を必要と認めるときは随時行わなければならない。

　　　第４章　無線電話

　（無線局の区分）

第１５条　無線局の種別及び周波数の区分は、別表第２及び別表第３に定めるところによる。

　（無線局の運用）

第１６条　無線局の運用は、次の各号に掲げるところにより行うものとする。

　(１)　無線局は、常に最良の状態に調整し、他局が交信中でないことを確かめてから通話しなければならない。

　(２)　移動局は、基地局から発信停止の指示があったときは、直ちに発信を中止しなければならない。

　(３)　移動局は、基地局の指示がない限り、指定してある主波の周波数を変えてはならない。

　(４)　自局の通信内容が交信中の他局の通信内容よりも、重要かつ緊急を要するときは、交信中の区切りを待って「至急、至急」を呼称してから交信を行うものとする。

　(５)　無線による交信は、法に基づき簡潔、明瞭かつ正確に行わなければならない。

　(６)　かとりしょうぼうさわらは、管内の不感地域用基地局として設置のためその運用に際し十分留意のこと。

　(７)　非常災害対策用基地局の運用は、非常災害時、訓練又は通常業務に使用する基地局が使用できない場合に限ること。

　（無線局の開局及び閉局）

第１７条　無線局の開局及び閉局は、次の各号に掲げるところにより行うものとする。

　(１)　基地局は、常時開局しておくこと（非常災害対策用基地局は除く。）。

　(２)　移動局は、出動するとき開局し、帰署したとき閉局すること。

　(３)　非常災害対策用基地局及び移動局は、災害、故障その他の事由により指令電話が途絶したとき直ちに無線局を開局し、移動局は基地局の指示があるまで閉局しないこと。

　（無線の統制）

第１８条　基地局は、無線通信の適正な運用を確保するため常に無線局の交信を監視しなければならない。

２　基地局は、災害の状況により必要があると認めるときは、次の各号に掲げる無線局の統制をすることができる。

　(１)　第１通信統制、災害活動において無線の交信が混信する場合、又は混信が予想される場合は、基地局と現場指揮本部若しくは現場最高指揮者が指定した無線局以外は行わない。

　(２)　第２通信統制、災害等が同時多発した場合、又は大規模な災害が発生した場合は基地局の呼び出しを受けた無線局以外は行わない。

３　前項の規定により、電波の発射を制限された無線局のうち、災害等の状況により緊急に交信する必要が生じたときは、交信の冒頭に「至急、至急」と呼称し基地局の応答を待って交信することができる。

４　第２項に規定する通信統制中に、車載移動局相互間で交信をする必要が生じたときは、出力１ワット以下の携帯移動局を使用し交信内容は簡略に努め、かつ、基地局の業務を妨げないよう運用することができる。

５　現場最高指揮者は、基地局に対して無線統制を要請することができる。

　（通信試験）

第１９条　指令課員は、無線局の機能の確認を行うため、毎日１回別表第４に定める試験通信実施応答表及び別表第５に定める感明度に基づき試験通信を行うものとする。

２　非常災害対策用基地局にあっては、通信勤務員が指令課員の試験通信実施後に前項に準じて行うものとする。

　（通信事項及び用語例）

第２０条　無線局の通信事項及び用語例は、別表第６に定めるところによる。

　　　第５章　保全点検

　（故障時等の処置）

第２１条　所属長は、通信設備に故障、損傷又は亡失等障害が発生したときは応急措置をとるとともに、別記様式第１号に定めるところにより必要な事項を記入のうえ管理責任者に提出しなければならない。

２　管理責任者は、前項に定める報告を受けたときは、直ちに必要な措置をとるとともに、重大な支障があると認めるときは、総括管理者に報告しなければならない。

　（書類等の管理）

第２２条　管理責任者は、次の各号に掲げる書類等を備え必要に応じて記録し管理しなければならない。

　(１)　通信設備台帳　　（別記様式第２号）

　(２)　無線検査記録簿　（別記様式第３号）

　(３)　無線業務日誌　　（別記様式第４号）

　(４)　無線従事者名簿　（別記様式第５号）

　(５)　その他必要と認める書類

　　　第６章　雑則

　（委任）

第２３条　この訓令に定めるもののほか、消防通信の管理運用について必要な事項は、消防長が別に定める。

　　　附　則

　この訓令は、平成18年３月27日から施行する。

　　　附　則（平成19年８月17日訓令第15号）

　この訓令は、公示の日から施行し、平成19年８月１日から施行する。

別表第１（第12条第３項）

出動指令

	出動区分
	通信事項及び用語例

	１　火災出動

　(１)　建物火災

　(２)　他の種別の火災
	[image: image1.png]HABT PN ©:U F e 1 WEERE





（火災出動指令　○○市○○町○○番地○○付近○○火災「以上２回繰り返す」以上。）

上記を準用する。

	２　救急出動

　(１)　交通事故

　(２)　他の種別の救急
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（救急出動指令　○○市○○町○○番地○○付近交通事故「以上２回繰り返す」以上。）

上記を準用する。

	３　救助出動

　(１)　交通事故

　(２)　他の種別の救助
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（救助出動指令　○○市○○町○○番地○○付近○○事故「以上２回繰り返す」以上。）

上記を準用する。

	４　その他の出動

　(１)　警戒

　(２)　特命

　(３)　応援
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（警戒出動指令　○○市○○町○○番地○○付近怪煙偵察「以上２回繰り返す」以上。）

上記を準用する。

同上


備考

１　出動指令は、２回繰り返し放送する。

２　署外活動中から出動となる部隊があるときは、その部隊名を指示する。

３　出動次数が特命出動の場合は、場所の後に出動隊を指示する。

別表第２（第15条）

無線局種別区分表

	種別
	呼び出し名称
	備考

	基地局
	しょうぼうかとり
かとりしょうぼういちやま
	消防本部に設置した無線局

	
	かとりしょうぼうさわら
	不感地域用基地局

	
	かとりしょうぼうくりもと

かとりしょうぼうたこ
	署所に設置した非常災害対策用基地局

	車載移動局
	さわら　　　　○○

くりもと　　　○○

たこ　　　　　○○

さわらじゅうろくとう　　　○○

おみがわ　　　○○

とうのしょう　○○

やまだ　　　　○○

かとり
	消防自動車及び救急自動車等に設置した無線局

	
	さわらきゅうきゅう　　　　○○

くりもときゅうきゅう　　　○○

たこきゅうきゅう　　　　　○○

おみがわきゅうきゅう　　　○○

とうのしょうきゅうきゅう　○○

やまだきゅうきゅう　　　　○○
	

	携帯移動局
	さわら　　　　○○○

くりもと　　　○○○

たこ　　　　　○○○

さわらじゅうろくとう　○○○

おみがわ　　　○○○
とうのしょう　○○○

やまだ　　　　○○○
	消防職員が携帯して通信を行う無線局


別表第３（第15条）

電波の使用区分

	種別
	周波数
	通信の相手方

	消防波

（市町村波）
	151.71ＭＨｚ


	香取広域市町村圏事務組合消防本部所属の基地局と移動局又は移動局相互間

	消防波

（県内共通波）
	152.81ＭＨｚ
	県内消防本部所属の基地局と移動局及び移動局相互間

	消防波

（全国共通波１）

（全国共通波２）

（全国共通波３）
	150.73ＭＨｚ

148.75ＭＨｚ

154.15ＭＨｚ
	全国消防本部所属の基地局と移動局及び移動局相互間

	救急波

（復信）
	基地局　146.04ＭＨｚ

移動局　142.04ＭＨｚ
	香取広域市町村圏事務組合消防本部所属の基地局と移動局


別表第４（第19条）

試験通信実施応答表

	呼び出し
	応答

	１　自局の呼出し名称　　　１回

２　ただいま試験中　　　　１回

３　本日は晴天なり　　　　３回

４　相手局の呼出し名称　　１回

５　どうぞ
	６　自局の呼出し名称　　　　１回

７　感度明瞭度（メリット）　１回


別表第５（第19条）

試験通信感明度表

	感度明瞭度

（メリット）
	内容

	５
	雑音なく、通信状態良好。

	４
	雑音多少あるが、通信状態良好。

	３
	雑音あるが通話できる。

	２
	雑音大で通話が半分位しか理解できない。

	１
	雑音大で通話不明であるが送信していることが分かる。


別表第６（第20条）

１　災害報告現場報告

	区分
	通信事項及び用語例

	１　出動途上報告
	
[image: image5.wmf]
　（○○隊、国道51号線交差点通過中、黒煙発見）

	２　現場到着報告
	[image: image6.png]BRI

LopIk





　（○○隊、現場到着、木造２階建住宅１棟延焼中、なお他への延焼危険なし）

	３　現場指揮本部設置報告
	
[image: image7.wmf]
　（○○隊、指揮本部設置設置場所東側路上）

	４　現場報告
	
[image: image8.png]SEERBL
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　（○○隊、状況報告、○○市○○番地の火災は、木造２階建住宅おおむね150平方メートル１棟延焼中、なお、右側に延焼危険あり）

	　　救助情報

　　活動情報

　　調査情報
	上記を準用する

	５　鎮火報告


	上記を準用する




別記

様式第１号（第21条）

年　　月　　日　　

　　消防長　　　　様

所属長名　　　　　　　　　　　

	通信設備
	亡失

損傷

故障
	報告書


	発生日時
	　　　　　　年　　　　月　　　　日　　　　時　　　　分頃

	発生場所
	　

	配置場所
	　

	亡失

損傷

故障
	箇所
	　

	発生時の状況
	　

	所属長の意見
	　

	備考
	　


様式第２号（第22条）

通信設備台帳

	呼出名称
	　

	型式
	　
	定格出力
	１ｗ　５ｗ　10ｗ

	製造年月
	　
	製造番号
	　

	購入年月
	　
	財源
	国県一起他

	電波の形式及び周波数
	　消防波

　救急波

	免許の番号
	関基　・　第　　　　　号

	免許年月日
	年　　月　　日
	有効年月日
	年　　月　　日

	更新年月日
	年　　月　　日
	有効年月日
	年　　月　　日

	更新年月日
	年　　月　　日
	有効年月日
	年　　月　　日

	更新年月日
	年　　月　　日
	有効年月日
	年　　月　　日

	常置場所
	　


　保守管理

	年月日
	記事

	　
	　

	　
	　

	　
	　

	　
	　

	　
	　

	　
	　

	　
	　

	　
	　

	　
	　

	　
	　

	　
	　

	　
	　


様式第３号（第22条）

	無線検査記録簿

	検査年月日
	年　　　　月　　　　日　　　

	検査地
	　

	検査職員の所属
	　

	検査職員の官氏名
	　

	検査の判定
	合格又は不合格
	　

	
	不合格の場合の理由
	　

	掲示事項
	　

	掲示事項に対する措置の内容
	　


様式第４号（第22条）

無線業務日誌

	　
	　
	　
	　
	　
	年　月　日（曜）
	　
	服務方法
	無線従事者の記号
	勤務時間
	備考

	
	　
	　
	　
	　
	
	　
	：　　～　　：
	　

	
	
	
	
	　
	時計確認時刻
	天候
	　
	
	　
	：　　～　　：
	　

	
	
	
	
	
	　
	　
	
	
	　
	：　　～　　：
	　

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	　
	：　　～　　：
	　


	区別
	　
	内容
	　
	時間帯（時）
	記事
	一日の延べ通信時間又は通信回数（01回）
	小計

	非常通信の実施状況

（法74条第１項）
	有無
	　
	
	　
	　
	0000000001000000000020
	　

	
	
	
	
	　
	　
	0000000001000000000020
	　

	空電、混信、受信感度の減退等の通信状態
	有無
	　
	
	　
	　
	0000000001000000000020
	　

	
	
	
	
	　
	　
	0000000001000000000020
	　

	周波数偏差の測定結果と措置（法第31条、施行規則第11条の３運用規則第４条）
	有無
	　
	
	　
	　
	0000000001000000000020
	　

	
	
	
	
	　
	　
	0000000001000000000020
	　

	
	
	
	
	　
	　
	0000000001000000000020
	　

	機器の故障の事実、原因及びこれに対する措置の内容


	有無
	　
	
	　
	　
	0000000001000000000020
	　

	
	
	
	
	　
	　
	0000000001000000000020
	　

	
	
	
	
	　
	　
	0000000001000000000020
	　

	電波の規正について指示を受けたときはその事実及び措置の内容
	有無
	　
	
	　
	　
	0000000001000000000020
	　

	
	
	
	
	　
	　
	0000000001000000000020
	　

	
	
	
	
	　
	　
	0000000001000000000020
	　

	法令違反運用局を認めた場合その概要と措置

（法80条第２号、施行規則第42条）
	有無
	　
	
	　
	　
	0000000001000000000020
	　

	
	
	
	
	　
	　
	0000000001000000000020
	　

	
	
	
	
	　
	　
	0000000001000000000020
	　

	
	
	
	
	　
	　
	0000000001000000000020
	　

	記事
	　
	　
	
	参考となる事項
	　
	　
	合計
	　


様式第５号（第22条）

無線従事者名簿

	所属
	階級
	氏名
	資格別
	免許所得年月日
	免許番号
	選（解）任年月日
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